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質疑あれこれ
７人が一般質問
追跡 どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！

P2・3町独自のコロナ対策
ヤッター　あそべるぞ （関連記事P16）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付

や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛 

世
界
中
に
広
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
現
在
も
猛
威
を

振
る
っ
て
い
ま
す
。
議
会
広
報
編

集
委
員
も
マ
ス
ク
を
着
け
定
期
的

に
換
気
を
す
る
な
ど
、
対
策
を
し

な
が
ら
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
他
の
編
集
委
員
が
す
で

に
つ
ぶ
や
い
て
い
る
よ
う
に
、
他

議
会
の
先
進
広
報
に
刺
激
さ
れ
な

が
ら
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
よ
う

と
、
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

文
字
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
写
真

を
多
く
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
読
ん
で
も
ら
う
」
か
ら
「
見

て
も
ら
う
」
へ
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｓ

翔びたて豊山っ
子！

次回定例会の予定

開始時間は午前９時30分から（9月24日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

9月 7日（月）開会・議案説明
9月14日（月）一般質問
9月15日（火）議案質疑

9月17日（木）福祉建設委員会
9月18日（金）総務文教委員会
9月24日（木）討論・採決・閉会

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

５
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

元
気
よ
く
公
園
で
遊
ぶ
仲
良
し
兄

弟
で
す
。

私
が
中
学
校
に
入
る
前
、
中
学
校
に
対

し
て
「
先
生
が
怖
い
」
「
勉
強
が
す
ご
く

難
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
中

学
校
は
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
入
っ
て
み
る
と
、
私
が

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
中
学
校
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

先
生
方
は
優
し
く
、
お
も
し
ろ
く
、
ど

の
授
業
で
も
、
分
か
り
や
す
く
、
私
た
ち

が
分
か
る
ま
で
一
生
懸
命
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
質
問
し
や
す
い
環
境
を
始
め
、

毎
日
学
校
に
来
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
学

校
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
私
は
、
毎
日
学
校

に
来
る
の
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

学
校
に
来
ら
れ

る
こ
と
が
幸
せ
な
こ

と
だ
と
知
っ
た
今
、

学
校
行
事
な
ど
を
、

中
学
校
の
３
年
間
最

後
ま
で
楽
し
み
た
い

で
す
。

僕
に
は
「
悔
い

の
残
ら
な
い
生
活

を
送
る
」
と
い
う

目
標
が
あ
る
。

し
か
し
今
、
友

達
づ
く
り
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
。

自
分
か
ら
声
を
か
け
て
友
達
を
つ
く
る
こ

と
が
苦
手
だ
か
ら
だ
。
友
達
を
つ
く
る
こ

と
に
失
敗
し
た
ら
、
中
学
校
生
活
に
悔
い

が
残
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
苦
手
で
も
自

分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
て
、
友
達
を

つ
く
り
た
い
。
相
手
と
の
共
通
点
を
見
つ

け
て
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
み
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
友
達
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
い
き
た
い
し
、
一
歩
踏
み
出
せ
な
い

自
分
を
変
え
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い

る
。不

安
も
あ
る
が
、
友
達
を
多
く
し
て
、

学
校
生
活
を
よ
り
楽
し
く
、
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

学
校
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ

比
嘉 

琉
仁

宇
田 

紗
悠

う

だ

さ

ゆ

ひ

が

り
ゅ
う 

じ
ん

友
達
を
増
や
し
て
い
き
た
い

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き



６
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
１
日
か
ら
１２
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
改
修（
特
別
教
室
空
調
設
備
）工
事
請
負
契
約
の
締
結
、農
業
委

員
会
委
員
の
任
命
、豊
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
、町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

事
業
費
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、35
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

命と暮らし、経済を守る 町独自の新たなコロナ対策命と暮らし、経済を守る 町独自の新たなコロナ対策

補正予算を伴う対策一覧

町内医療機関支援金

地域の医療体制を維持する
ため、町内の医療機関に対
し支援金として医業へ３０
万円、歯科医業へ１５万円を
交付

西春日井地区の二次救急医
療機関に対し、医療体制を
確保するため、支援金とし
て１００万円を交付

広域二次
救急医療体制支援金

医療機関

飲食店で、新たにテイクア
ウトやデリバリーサービス
を開始する場合の経費につ
いて、１事業者最大１０万円
補助

テイクアウト
対応助成金事業主

ひとり親家庭に対して、
子ども１人あたり１万円を
支給

ひとり親家庭給付金ひとり親家庭

４月２８日～１２月３１日までの
出生児に対して１人あたり
１０万円を給付

新生児給付金子育て世帯

支援内容施策対象者

コロナ対策における豊山町の対応・各種情報
◎詳しくは町ホームページに掲載しています。

https://www.town.toyoyama.lg.jp/chosei/yakuba-annai/1001336/1002783.html

国へ意見書を提出しました

補正予算額

新型コロナウイルス感染症を収束させ、地域経済の立て直しを図るためには、政府か
ら示された金額では十分な対策を行うことができません。豊山町議会は、新型コロナウ
イルス感染症対応地方創生臨時交付金の増額を求める意見書を提出しました。

町内医療機関支援金 240万円
広域二次救急医療体制支援金  200万円

テイクアウト対応助成金  400万円

ひとり親家庭給付金 251万円

新生児給付金 1100万円
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令和２年第１回臨時議会が４月２４日に開かれまし
た。損害賠償、下水道工事変更契約の専決処分の報
告、税に関する条例の一部改正３件など７議案が上程
され、すべて原案通り可決されました。

第１回臨時議会のあらまし

質疑あれこれ

※議長は、議決には加わりません。

令和２年第２回臨時議会が５月１５日に開かれまし
た。議員発議による議員報酬を令和２年６月１日から
令和３年５月３１日までの間１０％を減額する条例制
定、町長、副町長及び教育長の給料月額も同じく減額
する条例制定など３議案が上程され、すべて原案通り
可決されました。

第2回臨時議会のあらまし

令和２年豊山町議会第２回定例会提出議案議決結果

工事請負契約（同報系防災行政無線デジタル化整備
工事）の締結

工事請負契約（小中学校（特別教室空調設備）工事）の締結

工事請負契約（下水道工事（その２））の締結

工事請負契約（下水道工事（その３））の締結

農業委員会委員（筒井直樹）の任命

農業委員会委員（河村賢治）の任命

農業委員会委員（柴田祥一）の任命

農業委員会委員（鈴木康由）の任命

農業委員会委員（水野　滿）の任命

農業委員会委員（坪井兼俊）の任命

農業委員会委員（坪井保夫）の任命

農業委員会委員（岡島義広）の任命

農業委員会委員（髙栁由宗）の任命

農業委員会委員（池山春雄）の任命

農業委員会委員（石黒　優）の任命

農業委員会委員（安藤茂市）の任命

農業委員会委員（戸田克之）の任命

農業委員会委員（小出尚武）の任命

農業委員会委員（坪井佳雅理）の任命

農業委員会委員（坪井善樹）の任命

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

尾張市町交通災害共済組合の解散

尾張市町交通災害共済組合の解散に伴う財産処分

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

手数料条例の一部改正

都市計画税条例の一部改正

給食センターの設置及び管理に関する条例の一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例及び特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

尾張市町交通災害共済組合規約の変更

令和２年度一般会計補正予算（第３号）

物品購入契約の締結

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金の増額を求める意見書の提出

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成採択

議　案 審議結果 議　案 審議結果

第１回臨時議会審議結果第2回臨時議会審議結果
議　案 審議結果

税条例等の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

都市計画税条例の一部改正

後期高齢者医療に関する条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

令和２年度一般会計補正予算（第１号）

令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

議　案 審議結果

町長、副町長及び教育長の給料の特例に
関する条例の制定

令和２年度一般会計補正予算（第２号）

豊山町議会の議員の議員報酬の特例に関する
条例の議員制定

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

豊
山
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

通
知
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
の

規
定
が
削
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、こ
れ
ま
で
の
通
知
カ
ー
ド
は

使
用
で
き
る
の
か
。ま
た
、い
つ
ま
で

使
用
が
で
き
、紛
失
し
た
場
合
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

通
知
カ
ー
ド
は
、令
和
２
年
５
月

25
日
に
廃
止
さ
れ
た
。現
在
の
通
知

カ
ー
ド
は
住
所
や
氏
名
な
ど
の
変
更

が
な
け
れ
ば
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明

す
る
書
類
と
し
て
、当
面
の
間
、使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
通
知
カ
ー
ド
を
な
く
し
た
場
合

は
、住
民
課
窓
口
で
紛
失
の
届
出
を

し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

す
る
か
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民

票
の
写
し
、ま
た
は
、住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
を
窓

口
で
お
求
め
い

た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な

世
代
、職
業
、世
帯
の
方
た
ち
か
ら
支

援
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。ど
の
よ
う
な

考
え
の
も
と
で
、新
た
な
支
援
策
を

打
ち
だ
さ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子

育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、新
生
児
や
ひ
と

り
親
家
庭
に
給
付
金
を
支
給
す
る
。

　
ま
た
、外
出
自
粛
要
請
な
ど
の
影

響
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
た
飲
食
事

業
者
を
下
支
え
す
る
た
め
、テ
イ
ク

ア
ウ
ト
対
応
助
成
金
を
計
上
し
て
い

る
。

　
今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、町
と
し
て
適
切
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

〈
ひ
と
り
親
家
庭
給
付
金
〉

ひ
と
り
親
家
庭
給
付
金
の
対
象
人

数
、金
額
は
。

　
ま
た
、６
月
末
ま
で
に
ひ
と
り
親
と

な
っ
た
人
は
対
象
に
な
る
の
か
。

対
象
の
世
帯
は
１
５
５
世
帯
、子

ど
も
は
２
５
１
人
、支
給
す
る
金
額
は

子
ど
も
一
人
当
た
り
１
万
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、５
月
末
ま
で
に
認
定
さ
れ
た

子
ど
も
が
対
象
に
な
る
。

〈
新
生
児
給
付
金
〉
　

新
生
児
が
期
間
内
に
出
生
し
て
お

り
、母
親
が
４
月
28
日
以
降
に
転
入

し
た
場
合
は
対
象
と
な
る
の
か
。

　
ま
た
、期
限
を
12
月
31
日
ま
で
と

し
た
理
由
は
。

４
月
27
日
に
豊
山
町
に
住
民
登
録

が
あ
り
、か
つ
、申
請
日
ま
で
の
間
、

引
き
続
き
、豊
山
町
に
住
民
登
録
が

あ
る
母
親
が
要
件
と
な
る
た
め
、対

象
に
な
ら
な
い
。 

　
今
回
の
新
生
児
給
付
金
は
、令
和

２
年
４
月
27
日
の
基
準
日
に
妊
娠
し

て
い
る
方
の
出
産
予
定
日
を
見
込
ん

で
、期
日
を
令
和
２
年
12
月
31
日
ま

で
と
し
た
。

〈
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
対
応
助
成
金
〉　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
対
応
助
成
金
の
対

象
期
間
は
。ま
た
、延
長
す
る
こ
と
は

あ
る
か
。

補
助
対
象
期
間
は
、令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
７
月
31
日
と
し
て
い
る
。

期
間
の
延
長
は
、現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

答 問

答 問

答 問答 問

答 問

８/１８の申請期限までにお手続きをお済ませください。
特別定額給付金 １０万円期限が迫っています。
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令和２年第１回臨時議会が４月２４日に開かれまし
た。損害賠償、下水道工事変更契約の専決処分の報
告、税に関する条例の一部改正３件など７議案が上程
され、すべて原案通り可決されました。

第１回臨時議会のあらまし

質疑あれこれ

※議長は、議決には加わりません。

令和２年第２回臨時議会が５月１５日に開かれまし
た。議員発議による議員報酬を令和２年６月１日から
令和３年５月３１日までの間１０％を減額する条例制
定、町長、副町長及び教育長の給料月額も同じく減額
する条例制定など３議案が上程され、すべて原案通り
可決されました。

第2回臨時議会のあらまし

令和２年豊山町議会第２回定例会提出議案議決結果

工事請負契約（同報系防災行政無線デジタル化整備
工事）の締結

工事請負契約（小中学校（特別教室空調設備）工事）の締結

工事請負契約（下水道工事（その２））の締結

工事請負契約（下水道工事（その３））の締結

農業委員会委員（筒井直樹）の任命

農業委員会委員（河村賢治）の任命

農業委員会委員（柴田祥一）の任命

農業委員会委員（鈴木康由）の任命

農業委員会委員（水野　滿）の任命

農業委員会委員（坪井兼俊）の任命

農業委員会委員（坪井保夫）の任命

農業委員会委員（岡島義広）の任命

農業委員会委員（髙栁由宗）の任命

農業委員会委員（池山春雄）の任命

農業委員会委員（石黒　優）の任命

農業委員会委員（安藤茂市）の任命

農業委員会委員（戸田克之）の任命

農業委員会委員（小出尚武）の任命

農業委員会委員（坪井佳雅理）の任命

農業委員会委員（坪井善樹）の任命

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

全員賛成同意

尾張市町交通災害共済組合の解散

尾張市町交通災害共済組合の解散に伴う財産処分

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

手数料条例の一部改正

都市計画税条例の一部改正

給食センターの設置及び管理に関する条例の一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例及び特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

尾張市町交通災害共済組合規約の変更

令和２年度一般会計補正予算（第３号）

物品購入契約の締結

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金の増額を求める意見書の提出

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成採択

議　案 審議結果 議　案 審議結果

第１回臨時議会審議結果第2回臨時議会審議結果
議　案 審議結果

税条例等の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

都市計画税条例の一部改正

後期高齢者医療に関する条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

令和２年度一般会計補正予算（第１号）

令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

議　案 審議結果

町長、副町長及び教育長の給料の特例に
関する条例の制定

令和２年度一般会計補正予算（第２号）

豊山町議会の議員の議員報酬の特例に関する
条例の議員制定

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

豊
山
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

通
知
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
の

規
定
が
削
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、こ
れ
ま
で
の
通
知
カ
ー
ド
は

使
用
で
き
る
の
か
。ま
た
、い
つ
ま
で

使
用
が
で
き
、紛
失
し
た
場
合
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

通
知
カ
ー
ド
は
、令
和
２
年
５
月

25
日
に
廃
止
さ
れ
た
。現
在
の
通
知

カ
ー
ド
は
住
所
や
氏
名
な
ど
の
変
更

が
な
け
れ
ば
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明

す
る
書
類
と
し
て
、当
面
の
間
、使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
通
知
カ
ー
ド
を
な
く
し
た
場
合

は
、住
民
課
窓
口
で
紛
失
の
届
出
を

し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

す
る
か
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民

票
の
写
し
、ま
た
は
、住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
を
窓

口
で
お
求
め
い

た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な

世
代
、職
業
、世
帯
の
方
た
ち
か
ら
支

援
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。ど
の
よ
う
な

考
え
の
も
と
で
、新
た
な
支
援
策
を

打
ち
だ
さ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子

育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、新
生
児
や
ひ
と

り
親
家
庭
に
給
付
金
を
支
給
す
る
。

　
ま
た
、外
出
自
粛
要
請
な
ど
の
影

響
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
た
飲
食
事

業
者
を
下
支
え
す
る
た
め
、テ
イ
ク

ア
ウ
ト
対
応
助
成
金
を
計
上
し
て
い

る
。

　
今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、町
と
し
て
適
切
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

〈
ひ
と
り
親
家
庭
給
付
金
〉

ひ
と
り
親
家
庭
給
付
金
の
対
象
人

数
、金
額
は
。

　
ま
た
、６
月
末
ま
で
に
ひ
と
り
親
と

な
っ
た
人
は
対
象
に
な
る
の
か
。

対
象
の
世
帯
は
１
５
５
世
帯
、子

ど
も
は
２
５
１
人
、支
給
す
る
金
額
は

子
ど
も
一
人
当
た
り
１
万
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、５
月
末
ま
で
に
認
定
さ
れ
た

子
ど
も
が
対
象
に
な
る
。

〈
新
生
児
給
付
金
〉
　

新
生
児
が
期
間
内
に
出
生
し
て
お

り
、母
親
が
４
月
28
日
以
降
に
転
入

し
た
場
合
は
対
象
と
な
る
の
か
。

　
ま
た
、期
限
を
12
月
31
日
ま
で
と

し
た
理
由
は
。

４
月
27
日
に
豊
山
町
に
住
民
登
録

が
あ
り
、か
つ
、申
請
日
ま
で
の
間
、

引
き
続
き
、豊
山
町
に
住
民
登
録
が

あ
る
母
親
が
要
件
と
な
る
た
め
、対

象
に
な
ら
な
い
。 

　
今
回
の
新
生
児
給
付
金
は
、令
和

２
年
４
月
27
日
の
基
準
日
に
妊
娠
し

て
い
る
方
の
出
産
予
定
日
を
見
込
ん

で
、期
日
を
令
和
２
年
12
月
31
日
ま

で
と
し
た
。

〈
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
対
応
助
成
金
〉　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
対
応
助
成
金
の
対

象
期
間
は
。ま
た
、延
長
す
る
こ
と
は

あ
る
か
。

補
助
対
象
期
間
は
、令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
７
月
31
日
と
し
て
い
る
。

期
間
の
延
長
は
、現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

答 問

答 問

答 問答 問

答 問

８/１８の申請期限までにお手続きをお済ませください。
特別定額給付金 １０万円期限が迫っています。
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質
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独
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追
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６月８日（月）7人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

◎全文記録（議事録）は、 ８月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

4 作 野 桂 子 P.10
●町の情報発信の在り方
●子どもたちのケア

5 柴 田 賢 一 ●学校の再開 P.11

1 大 口 司 郎 ●服部町政の今後について P.7

3 山 本 亮 介 ●新型コロナウイルス対策の更なる拡充を P.9

2 坪 井 孝 仁 ●新型コロナウイルス感染症について P.8

6 岡 島 政 信 ●総合福祉センターの今後のあり方について P.12

7 坂 田 芳 郎 ●保育現場における薬の投与を考える　２ P.13

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

お お ぐ ち  し  ろ う  

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

Q.総合計画実行への決意は

A.全力でまちづくりに努める

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
広
が
り
、
今
や
全

世
界
に
ま
ん
延
し
た
。豊
山
町
は

辛
う
じ
て
感
染
者
が
発
生
し
て
い

な
い
地
域
で
は
あ
る
が
、国
や
県

の
要
請
に
よ
り
三
密
防
止
策
な
ど

が
と
ら
れ
、教
育
関
係
を
は
じ
め
、

多
方
面
に
わ
た
り
住
民
生
活
が
制

限
さ
れ
た
。現
在
、住
民
生
活
は
少

し
ず
つ
戻
っ
て
は
い
る
が
、今
年
度

中
は
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

く
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
支
援
策
が
町
独
自

で
も
示
さ
れ
て
お
り
、住
民
の
安

心
安
全
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。そ

こ
で
今
後
も
住
民
へ
の
長
期
的
な

支
援
策
を
進
め
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。町

長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、再
び
拡
大
す
る
懸
念
が

あ
る
。今
後
も
、気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が

ら
、国
や
県
の
施
策
を
注
視
し
つ

つ
、町
と
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第

５
次
総
合
計
画
は
、住
民
の

生
活
向
上
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

と
考
え
る
。こ
の
総
合
計
画
を
軌

道
に
乗
せ
実
行
へ
と
導
く
決
意
を

問
う
。

町
長

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、多
く
の
町
民
の
皆

様
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
計
画
は
、町
の
将
来
像
で

あ
る「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
暮
ら
し

豊
か
な
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」を
実

現
す
る
た
め
、今
後
10
年
の
施
策

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
私
は
、策
定
の
最
高
責
任
者
と

し
て
、施
策
を
確
実
に
実
行
し
、町

民
の
皆
様
の
誰
も
が
住
み
や
す

い
、住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
今
後
も
全
力
で
努
め
て

ま
い
る
覚
悟
で
あ
る
。

A

A Q

Q
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６月８日（月）7人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

◎全文記録（議事録）は、 ８月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

4 作 野 桂 子 P.10
●町の情報発信の在り方
●子どもたちのケア

5 柴 田 賢 一 ●学校の再開 P.11

1 大 口 司 郎 ●服部町政の今後について P.7

3 山 本 亮 介 ●新型コロナウイルス対策の更なる拡充を P.9

2 坪 井 孝 仁 ●新型コロナウイルス感染症について P.8

6 岡 島 政 信 ●総合福祉センターの今後のあり方について P.12

7 坂 田 芳 郎 ●保育現場における薬の投与を考える　２ P.13

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

お お ぐ ち  し  ろ う  

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

Q.総合計画実行への決意は

A.全力でまちづくりに努める

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
広
が
り
、
今
や
全

世
界
に
ま
ん
延
し
た
。豊
山
町
は

辛
う
じ
て
感
染
者
が
発
生
し
て
い

な
い
地
域
で
は
あ
る
が
、国
や
県

の
要
請
に
よ
り
三
密
防
止
策
な
ど

が
と
ら
れ
、教
育
関
係
を
は
じ
め
、

多
方
面
に
わ
た
り
住
民
生
活
が
制

限
さ
れ
た
。現
在
、住
民
生
活
は
少

し
ず
つ
戻
っ
て
は
い
る
が
、今
年
度

中
は
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

く
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
支
援
策
が
町
独
自

で
も
示
さ
れ
て
お
り
、住
民
の
安

心
安
全
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。そ

こ
で
今
後
も
住
民
へ
の
長
期
的
な

支
援
策
を
進
め
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。町

長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、再
び
拡
大
す
る
懸
念
が

あ
る
。今
後
も
、気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が

ら
、国
や
県
の
施
策
を
注
視
し
つ

つ
、町
と
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第

５
次
総
合
計
画
は
、住
民
の

生
活
向
上
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

と
考
え
る
。こ
の
総
合
計
画
を
軌

道
に
乗
せ
実
行
へ
と
導
く
決
意
を

問
う
。

町
長

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、多
く
の
町
民
の
皆

様
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
計
画
は
、町
の
将
来
像
で

あ
る「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
暮
ら
し

豊
か
な
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」を
実

現
す
る
た
め
、今
後
10
年
の
施
策

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
私
は
、策
定
の
最
高
責
任
者
と

し
て
、施
策
を
確
実
に
実
行
し
、町

民
の
皆
様
の
誰
も
が
住
み
や
す

い
、住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
今
後
も
全
力
で
努
め
て

ま
い
る
覚
悟
で
あ
る
。
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ま
た
、特
別
給
付
金
詐
欺
な
ど

も
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
町
職
員
や
西
枇
杷
島

警
察
署
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
き
た
。今
後
も
パ
ト
ネ
ッ
ト

や
チ
ラ
シ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

注
意
喚
起
を
行
い
つ
つ
、西
枇
杷
島

警
察
署
と
連
携
し
、防
犯
対
策
を

進
め
て
い
く
。

と
よ
や
ま
Ｄ
Ｅ
な
い
と
や
国

際
交
流
推
進
事
業
な
ど
、中

止
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。こ
う

い
っ
た
状
況
の
な
か
で
予
算
執
行

が
で
き
な
か
っ
た
事
業
は
、ど
の
よ

う
に
処
理
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
事
業
の
経
費
は
他
へ
の
流
用

は
行
わ
ず
、12
月
か
３
月
に
減
額
補

正
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

執
行
さ
れ
な
か
っ
た
予
算
に

つ
い
て
は
、財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
ら
れ
る
と
認
識
し
て

い
る
。そ
の
お
金
が
積
み
立
て
ら
れ

た
と
し
て
も
、来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
経
済
の
低
迷
な
ど
で
大
幅

な
減
収
が
予
想
さ
れ
る
。財
政
調

整
基
金
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
に
充

て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　
大
規
模
災
害
と
重
な
る
こ
と
も

想
定
し
た
場
合
、財
政
調
整
基
金

の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

財
政
調
整
基
金
は
年
度
間

の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。本
町
で
も

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
税
収
の
減
少
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
。ま
た
、台
風
や

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
も
備
え

る
必
要
が
あ
り
、し
っ
か
り
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、支
援
が
で
き
る

よ
う
に
管
理
を
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
状
況

で
あ
る
。経
済
活
動
の
低
迷
や
コ
ロ

ナ
禍
の
第
２
波
、第
３
波
と
つ
な
が

る
脅
威
は
ぬ
ぐ
え
ず
、こ
の
感
染
症

に
よ
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
ま
た
、東
南
海
地
震
の
脅
威
や
近

年
、風
水
害
の
発
生
が
多
く
み
ら

れ
、自
然
災
害
に
よ
る
被
害
も
懸
念

さ
れ
る
。「
新
型
の
感
染
症
と
大
規

模
な
自
然
災
害
が
重
な
る
こ
と
は

想
定
内
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」豊

山
町
地
域
防
災
計
画
の

な
か
で
も
、新
型
の
感
染
症

に
対
し
て
の
危
機
管
理
が
弱
い
の

で
は
な
い
か
。ま
だ
終
息
は
し
て
い

な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、防
災

計
画（
避
難
所
運
営
、備
蓄
品
、感

染
症
対
策
な
ど
）を
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

総
務
部
長

災
害
時
の
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
は
、防
災
計
画
に
基
づ
き
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
て
い

る
。現
在
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避

難
所
運
営
の
改
訂
作
業
を
す
す
め

て
い
る
。具
体
的
に
は
、フ
ィ
ジ
カ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、避
難
所

の
追
加
開
設
や
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
の
備
蓄
品
を
新
た
に
購
入
し
、

配
備
し
て
い
く
予
定
。ま
た
、避
難

所
受
付
時
に
は
、検
温
と
問
診
、入

室
時
に
は
マ
ス
ク
着
用
、う
が
い
、

手
洗
い
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

現
在
、県
が
検
討
し
て
い
る

広
域
防
災
拠
点
に
豊
山
町

が
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
進
捗
状
況
に
影
響
は
。

産
業
建
設
部
長

県
か
ら
は「
後
方
支
援
を
担

う
新
た
な
防
災
拠
点
の
整
備
に
向

け
、求
め
ら
れ
る
役
割
や
必
要
な
施

設
、規
模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、

今
年
度
当
初
に
業
務
委
託
を
発
注
・

契
約
し
、順
調
に
進
め
て
い
る
」
と

聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
手
の

犯
罪
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

改
善
点
は
見
い
だ
せ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

コ
ロ
ナ
禍
に
関
連
し
た
侵
入

盗
な
ど
の
犯
罪
が
各
地
で
報
告
さ

れ
て
い
る
。

AA

A

A Q

Q

QA

QQ

Q.財政調整基金の活用は

A.自然災害にも備える
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
、町
の
努
力
で
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か

い
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
。
個
別
・

中
長
期
的
な
支
援
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
対
策
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
、質
問
を

す
る
。

対
策
の
一
つ
と
し
て
、大
学

生
、短
大
生
、専
門
学
校
生

な
ど
学
生
へ
の
支
援
を
求
め
る
。

　
18
歳
か
ら
22
歳
は
何
人
か
。

生
活
福
祉
部
長

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、

７
８
１
人
で
あ
る
。

豊
山
町
第
５
次
総
合
計
画

で
は
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く

暮
ら
し
豊
か
な
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
」
を
ま
ち
の
将
来
像
に
設
定
し

て
い
る
。一
人
ひ
と
り
が
輝
く
中
に

学
生
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
学
生

に
対
す
る
施
策
は
一つ
も
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、学
生

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け

る
学
生
生
活
の
実
態
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

生
活
福
祉
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
影
響
を
受

け
、世
帯
収
入
や
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
の
激
減
な
ど
に
よ
り
、学
生
生

活
に
お
い
て
も
経
済
的
な
影
響
が

顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、家
庭
か
ら
自
立
し
た
学

生
が
大
学
な
ど
を
中
退
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
な
事
態
も
報
道
さ
れ

て
い
る
。
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

学
生
生
活
の
実
態
が
厳
し
い
環
境

下
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

学
生
が
安
心
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、町
独
自
に
学
生

支
援
給
付
金
事
業
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。生

活
福
祉
部
長

国
は
学
生
支
援
緊
急
給
付

金
と
し
て
最
大
20
万
円
の
現
金
給

付
を
し
て
い
る
。ま
た
、日
本
学
生

支
援
機
構
は
低
所
得
世
帯
を
対
象

と
し
た
授
業
料
の
減
免
や
奨
学
金

の
給
付
を
４
月
か
ら
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、各
大
学
で
は
授
業
料
の

免
除
や
納
付
猶
予
の
ほ
か
、支
援

金
の
給
付
な
ど
を
独
自
に
行
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
現
状
か
ら
、引
き
続

き
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

感
染
の
第
２
波
、第
３
波
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、予

防
の
観
点
か
ら
マ
ス
ク
も
手
放
せ

な
い
。そ
こ
で
、全
世
帯
に
サ
ー
ジ

カ
ル
マ
ス
ク
１
箱
を
配
布
し
て
は

ど
う
か
。生

活
福
祉
部
長

こ
れ
ま
で
町
内
の
12
医
療

機
関
に
対
し
、マ
ス
ク
を
３
２
０
０

枚
配
布
し
て
い
る
。保
育
園
の
園

児
、保
育
士
、小
中
学
校
に
は
、寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
な
ど

を
配
布
し
た
。ま
た
、国
か
ら
学
校

の
児
童
生
徒
や
教
職
員
、高
齢
者

施
設
の
利
用
者
や
職
員
、妊
婦
な

ど
に
対
し
、マ
ス
ク
の
配
布
が
行

わ
れ
た
。今
後
予
想
さ
れ
る
感
染

症
の
第
２
波
や
第
３
波
に
備
え
、

引
き
続
き
備
蓄
管
理
を
行
っ
て
い

く
。

A

A

Q.町独自の学生支援を

A.各種支援策の動向を注視する

A Q

Q

Q

A Q

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
TSUBOI Takahito

対 象 者 町内に住民票がある学生

必要なもの ・住民票
・学生証のコピー

目 的 コロナ状況下における
学生生活の経済的支援

給 付 金 額 ３万円

学生支援給付金事業（山本案）

１８歳

１９歳

２０歳

２１歳

２２歳

合 計

１３２人

１６１人

１４８人

１６４人

１７６人

７８１人
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ま
た
、特
別
給
付
金
詐
欺
な
ど

も
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
町
職
員
や
西
枇
杷
島

警
察
署
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
き
た
。今
後
も
パ
ト
ネ
ッ
ト

や
チ
ラ
シ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

注
意
喚
起
を
行
い
つ
つ
、西
枇
杷
島

警
察
署
と
連
携
し
、防
犯
対
策
を

進
め
て
い
く
。

と
よ
や
ま
Ｄ
Ｅ
な
い
と
や
国

際
交
流
推
進
事
業
な
ど
、中

止
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。こ
う

い
っ
た
状
況
の
な
か
で
予
算
執
行

が
で
き
な
か
っ
た
事
業
は
、ど
の
よ

う
に
処
理
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
事
業
の
経
費
は
他
へ
の
流
用

は
行
わ
ず
、12
月
か
３
月
に
減
額
補

正
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

執
行
さ
れ
な
か
っ
た
予
算
に

つ
い
て
は
、財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
ら
れ
る
と
認
識
し
て

い
る
。そ
の
お
金
が
積
み
立
て
ら
れ

た
と
し
て
も
、来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
経
済
の
低
迷
な
ど
で
大
幅

な
減
収
が
予
想
さ
れ
る
。財
政
調

整
基
金
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
に
充

て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　
大
規
模
災
害
と
重
な
る
こ
と
も

想
定
し
た
場
合
、財
政
調
整
基
金

の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

財
政
調
整
基
金
は
年
度
間

の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。本
町
で
も

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
税
収
の
減
少
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
。ま
た
、台
風
や

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
も
備
え

る
必
要
が
あ
り
、し
っ
か
り
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、支
援
が
で
き
る

よ
う
に
管
理
を
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
状
況

で
あ
る
。経
済
活
動
の
低
迷
や
コ
ロ

ナ
禍
の
第
２
波
、第
３
波
と
つ
な
が

る
脅
威
は
ぬ
ぐ
え
ず
、こ
の
感
染
症

に
よ
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
ま
た
、東
南
海
地
震
の
脅
威
や
近

年
、風
水
害
の
発
生
が
多
く
み
ら

れ
、自
然
災
害
に
よ
る
被
害
も
懸
念

さ
れ
る
。「
新
型
の
感
染
症
と
大
規

模
な
自
然
災
害
が
重
な
る
こ
と
は

想
定
内
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」豊

山
町
地
域
防
災
計
画
の

な
か
で
も
、新
型
の
感
染
症

に
対
し
て
の
危
機
管
理
が
弱
い
の

で
は
な
い
か
。ま
だ
終
息
は
し
て
い

な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、防
災

計
画（
避
難
所
運
営
、備
蓄
品
、感

染
症
対
策
な
ど
）を
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

総
務
部
長

災
害
時
の
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
は
、防
災
計
画
に
基
づ
き
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
て
い

る
。現
在
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避

難
所
運
営
の
改
訂
作
業
を
す
す
め

て
い
る
。具
体
的
に
は
、フ
ィ
ジ
カ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、避
難
所

の
追
加
開
設
や
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
の
備
蓄
品
を
新
た
に
購
入
し
、

配
備
し
て
い
く
予
定
。ま
た
、避
難

所
受
付
時
に
は
、検
温
と
問
診
、入

室
時
に
は
マ
ス
ク
着
用
、う
が
い
、

手
洗
い
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

現
在
、県
が
検
討
し
て
い
る

広
域
防
災
拠
点
に
豊
山
町

が
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
進
捗
状
況
に
影
響
は
。

産
業
建
設
部
長

県
か
ら
は「
後
方
支
援
を
担

う
新
た
な
防
災
拠
点
の
整
備
に
向

け
、求
め
ら
れ
る
役
割
や
必
要
な
施

設
、規
模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、

今
年
度
当
初
に
業
務
委
託
を
発
注
・

契
約
し
、順
調
に
進
め
て
い
る
」
と

聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
手
の

犯
罪
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

改
善
点
は
見
い
だ
せ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

コ
ロ
ナ
禍
に
関
連
し
た
侵
入

盗
な
ど
の
犯
罪
が
各
地
で
報
告
さ

れ
て
い
る
。

AA

A

A Q

Q

QA

QQ

Q.財政調整基金の活用は

A.自然災害にも備える
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
、町
の
努
力
で
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か

い
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
。
個
別
・

中
長
期
的
な
支
援
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
対
策
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
、質
問
を

す
る
。

対
策
の
一
つ
と
し
て
、大
学

生
、短
大
生
、専
門
学
校
生

な
ど
学
生
へ
の
支
援
を
求
め
る
。

　
18
歳
か
ら
22
歳
は
何
人
か
。

生
活
福
祉
部
長

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、

７
８
１
人
で
あ
る
。

豊
山
町
第
５
次
総
合
計
画

で
は
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く

暮
ら
し
豊
か
な
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
」
を
ま
ち
の
将
来
像
に
設
定
し

て
い
る
。一
人
ひ
と
り
が
輝
く
中
に

学
生
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
学
生

に
対
す
る
施
策
は
一つ
も
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、学
生

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け

る
学
生
生
活
の
実
態
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

生
活
福
祉
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
影
響
を
受

け
、世
帯
収
入
や
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
の
激
減
な
ど
に
よ
り
、学
生
生

活
に
お
い
て
も
経
済
的
な
影
響
が

顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、家
庭
か
ら
自
立
し
た
学

生
が
大
学
な
ど
を
中
退
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
な
事
態
も
報
道
さ
れ

て
い
る
。
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

学
生
生
活
の
実
態
が
厳
し
い
環
境

下
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

学
生
が
安
心
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、町
独
自
に
学
生

支
援
給
付
金
事
業
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。生

活
福
祉
部
長

国
は
学
生
支
援
緊
急
給
付

金
と
し
て
最
大
20
万
円
の
現
金
給

付
を
し
て
い
る
。ま
た
、日
本
学
生

支
援
機
構
は
低
所
得
世
帯
を
対
象

と
し
た
授
業
料
の
減
免
や
奨
学
金

の
給
付
を
４
月
か
ら
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、各
大
学
で
は
授
業
料
の

免
除
や
納
付
猶
予
の
ほ
か
、支
援

金
の
給
付
な
ど
を
独
自
に
行
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
現
状
か
ら
、引
き
続

き
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

感
染
の
第
２
波
、第
３
波
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、予

防
の
観
点
か
ら
マ
ス
ク
も
手
放
せ

な
い
。そ
こ
で
、全
世
帯
に
サ
ー
ジ

カ
ル
マ
ス
ク
１
箱
を
配
布
し
て
は

ど
う
か
。生

活
福
祉
部
長

こ
れ
ま
で
町
内
の
12
医
療

機
関
に
対
し
、マ
ス
ク
を
３
２
０
０

枚
配
布
し
て
い
る
。保
育
園
の
園

児
、保
育
士
、小
中
学
校
に
は
、寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
な
ど

を
配
布
し
た
。ま
た
、国
か
ら
学
校

の
児
童
生
徒
や
教
職
員
、高
齢
者

施
設
の
利
用
者
や
職
員
、妊
婦
な

ど
に
対
し
、マ
ス
ク
の
配
布
が
行

わ
れ
た
。今
後
予
想
さ
れ
る
感
染

症
の
第
２
波
や
第
３
波
に
備
え
、

引
き
続
き
備
蓄
管
理
を
行
っ
て
い

く
。

A

A

Q.町独自の学生支援を

A.各種支援策の動向を注視する

A Q

Q

Q

A Q

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
TSUBOI Takahito

対 象 者 町内に住民票がある学生

必要なもの ・住民票
・学生証のコピー

目 的 コロナ状況下における
学生生活の経済的支援

給 付 金 額 ３万円

学生支援給付金事業（山本案）

１８歳

１９歳

２０歳

２１歳

２２歳

合 計

１３２人

１６１人

１４８人

１６４人

１７６人

７８１人
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学
校
や
保
育
園
な
ど
は
、突
然
の

休
校
休
園
、登
園
自
粛
、休
校
の
延

期
、学
校
再
開
の
前
倒
し
を
し
た
。

今
後
も
、第
２
波
、第
３
波
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

文
科
省
は
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
機
会
を
保
障
す
る

た
め
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

完
了
時
期
を
早
め
、２
０
２
０
年
度

中
の
完
了
を
目
指
す
と
発
表
。「
オ

ン
ラ
イ
ン
で
学
び
の
場
を
確
保
し

た
上
で
、学
校
で
し
か
で
き
な
い
体

験
学
習
を
ど
う
す
る
か
」が
、今
後

の
課
題
に
な
る
。町
の
予
定
は
。

学
校
教
育
課
長

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は「
学
校
教

育
の
基
本
を
補
完
す
る
も
の
」
と
考

え
て
い
る
。校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
図

る
な
ど
、学
習
機
会
の
均
等
に
十
分

配
慮
し
、順
次
そ
の
環
境
を
整
え
る
。

今
、最
優
先
す
る
べ
き
こ
と

は
心
の
ケ
ア
で
あ
る
。震
災

の
混
乱
期
に
乳
幼
児
期
、学
童
期
を

過
ご
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

十
分
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
ず
、今
も

影
響
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
い

る
。心
の
ケ
ア
の
予
定
は
。

学
校
教
育
課
長

学
校
再
開
後
は
、学
級
担
任

や
養
護
教
諭
を
中
心
に
き
め
細
か

く
観
察
、声
掛
け
を
し
て
い
る
。７

月
前
半
ま
で
に
個
別
の
教
育
相
談

を
実
施
し
、問
題
の
早
期
発
見
に
努

め
る
。ま
た
、他
機
関
と
連
携
強
化

を
し
て
進
め
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
、町
で
は
情
報
発

信
と
し
て
、防
災
無
線
を
利
用
し
た

「
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
の
お
願

い
」や
広
報
と
よ
や
ま
の
臨
時
号
が

発
行
さ
れ
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

随
時
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
が
、住

民
は
い
つ
、ど
の
よ
う
な
情
報
が
更

新
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。

　
今
後
は
、い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分

か
ら
な
い
地
震
や
自
然
災
害
に
備

え
る
必
要
が
あ
る
。

　
紙
や
メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
は

今
後
も
必
要
で
あ
る
。し
か
し
、状

況
に
合
わ
せ
た
正
確
な
情
報
な
ど

を
町
か
ら
直
接
住
民
に
届
け
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
」
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
、質

問
す
る
。非

常
時
は
、多
く
の
住
民
に

そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る

情
報
を
、い
か
に
迅
速
に
届
け
ら
れ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。非
常

時
だ
け
で
は
な
く
、日
頃
か
ら
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
ア
プ
リ
の
導

入
を
、町
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し

て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

町
民
の
中
に
は
、ネ
ッ
ト
環

境
が
十
分
で
は
な
い
高
齢
者
世
帯

や
生
活
困
窮
者
の
方
も
い
る
。広
報

と
よ
や
ま
や
防
災
行
政
無
線
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
伝
達
手
段
や
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、行
政
、社
会
に
は

変
革
や
新
し
い
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。今
後
の
危
機
管
理
と

し
て
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

　
情
報
発
信
を
含
め
、行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。行
政
情
報
の
総
合
ア
プ
リ
も
今

後
の
検
討
課
題
の
一つ
と
し
て
調
査

研
究
を
進
め
る
。

A

A Q

QA

Q

Q.アプリ導入で情報発信を

A.今後の検討課題の一つ
　
５
月
25
日
、
分
散
登
校
で
は

あ
っ
た
が
、学
校
が
再
開
さ
れ
た
。

３
月
24
日
に
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
学

校
再
開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し

た
。本
町
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
問
う
。家

庭
に
求
め
る
対
策
は
。

学
校
教
育
課
長

朝
の
体
温
・
風
邪
症
状
の
有

無
を
健
康
観
察
カ
ー
ド
に
記
入
し

登
校
時
、生
徒
に
提
出
さ
せ
る
。

登
校
の
可
否
を
判
断
す
る

基
準
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長

37
・
５
度
以
上
の
発
熱
な

ど
、風
邪
の
症
状
が
み
ら
れ
る
場

合
は
、自
宅
で
休
養
を
さ
せ
る
。

授
業
で
の
感
染
症
対
策
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長 

　

教
員
正
面
の
席
を
空
け
、

可
能
な
限
り
距
離
を
確
保
す
る
。

共
同
で
器
具
を
使
用
す
る

教
科
で
の
感
染
症
対
策
は
。

学
校
教
育
課
長

感
染
の
危
険
性
が
高
い
も

の
は
極
力
使
わ
な
い
。ま
た
、使
用

し
た
器
具
は
消
毒
を
実
施
す
る
。

不
足
す
る
授
業
時
数
の
確

保
は
ど
う
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

夏
休
み
を
短
縮
し
て
補
う
。

夏
季
休
暇
は
教
育
委
員
会
会
議
で

の
決
定
後
、即
日
公
表
を
す
る
。土

曜
日
や
冬
休
み
の
短
縮
に
つ
い
て

も
視
野
に
入
れ
る
。

ト
イ
レ
の
ド
ア
ノ
ブ
、水
栓

器
具
の
消
毒
・
清
掃
方
法

は
。ま
た
、誰
が
ど
れ
く
ら
い
の
頻

度
で
行
う
の
か
。

学
校
教
育
課
長

消
毒
液
を
用
い
て
清
拭
消

毒
す
る
。職
員
が
分
担
し
て
１
日

１
、２
回
行
う
。

給
食
の
提
供
に
お
い
て
、感

染
症
対
策
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
検

温
・
手
洗
い
を
徹
底
し
て
い
る
。調

理
の
工
程
で
は
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
の
国
の
衛
生
基
準
に
よ
り

行
っ
て
い
る
。

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長 

　

開
始
当
初
は
簡
易
給
食
を

提
供
し
、２
週
目
か
ら
は
具
だ
く

さ
ん
の
汁
物
１
品
に
す
る
な
ど
品

数
を
少
な
く
し
、感
染
リ
ス
ク
を

抑
え
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
教
育
長
の
信
念
は
。

教
育
長

県
教
育
委
員
会
は
「
義
務

教
育
段
階
で
の
教
育
の
機
会
均
等

と
平
等
性
の
確
保
に
つ
い
て
特
に

配
慮
し
て
欲
し
い
」
と
考
え
て
い

る
。地
方
自
治
体
の
財
政
力
や
家

庭
環
境
な
ど
に
よ
り
義
務
教
育
の

根
本
原
則
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
は
な

ら
な
い
。学
校
の
日
常
を
一
刻
も
早

く
取
り
戻
す
こ
と
こ
そ
、最
も
重

要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。
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Q.
子
ど
も
た
ち
の

心
の
ケ
ア
は

A.
個
別
の
教
育
相
談
を
実
施
す
る

▲通常より間隔を広げて登校

▲先生は
　フェイスシールド装着

▲6月11日の給食　マーボ豆腐
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学
校
や
保
育
園
な
ど
は
、突
然
の

休
校
休
園
、登
園
自
粛
、休
校
の
延

期
、学
校
再
開
の
前
倒
し
を
し
た
。

今
後
も
、第
２
波
、第
３
波
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

文
科
省
は
、子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
機
会
を
保
障
す
る

た
め
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

完
了
時
期
を
早
め
、２
０
２
０
年
度

中
の
完
了
を
目
指
す
と
発
表
。「
オ

ン
ラ
イ
ン
で
学
び
の
場
を
確
保
し

た
上
で
、学
校
で
し
か
で
き
な
い
体

験
学
習
を
ど
う
す
る
か
」が
、今
後

の
課
題
に
な
る
。町
の
予
定
は
。

学
校
教
育
課
長

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は「
学
校
教

育
の
基
本
を
補
完
す
る
も
の
」
と
考

え
て
い
る
。校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
図

る
な
ど
、学
習
機
会
の
均
等
に
十
分

配
慮
し
、順
次
そ
の
環
境
を
整
え
る
。

今
、最
優
先
す
る
べ
き
こ
と

は
心
の
ケ
ア
で
あ
る
。震
災

の
混
乱
期
に
乳
幼
児
期
、学
童
期
を

過
ご
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

十
分
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
ず
、今
も

影
響
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
い

る
。心
の
ケ
ア
の
予
定
は
。

学
校
教
育
課
長

学
校
再
開
後
は
、学
級
担
任

や
養
護
教
諭
を
中
心
に
き
め
細
か

く
観
察
、声
掛
け
を
し
て
い
る
。７

月
前
半
ま
で
に
個
別
の
教
育
相
談

を
実
施
し
、問
題
の
早
期
発
見
に
努

め
る
。ま
た
、他
機
関
と
連
携
強
化

を
し
て
進
め
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
、町
で
は
情
報
発

信
と
し
て
、防
災
無
線
を
利
用
し
た

「
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
の
お
願

い
」や
広
報
と
よ
や
ま
の
臨
時
号
が

発
行
さ
れ
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

随
時
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
が
、住

民
は
い
つ
、ど
の
よ
う
な
情
報
が
更

新
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。

　
今
後
は
、い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分

か
ら
な
い
地
震
や
自
然
災
害
に
備

え
る
必
要
が
あ
る
。

　
紙
や
メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
は

今
後
も
必
要
で
あ
る
。し
か
し
、状

況
に
合
わ
せ
た
正
確
な
情
報
な
ど

を
町
か
ら
直
接
住
民
に
届
け
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
」
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
、質

問
す
る
。非

常
時
は
、多
く
の
住
民
に

そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る

情
報
を
、い
か
に
迅
速
に
届
け
ら
れ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。非
常

時
だ
け
で
は
な
く
、日
頃
か
ら
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
ア
プ
リ
の
導

入
を
、町
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し

て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

町
民
の
中
に
は
、ネ
ッ
ト
環

境
が
十
分
で
は
な
い
高
齢
者
世
帯

や
生
活
困
窮
者
の
方
も
い
る
。広
報

と
よ
や
ま
や
防
災
行
政
無
線
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
伝
達
手
段
や
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、行
政
、社
会
に
は

変
革
や
新
し
い
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。今
後
の
危
機
管
理
と

し
て
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

　
情
報
発
信
を
含
め
、行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。行
政
情
報
の
総
合
ア
プ
リ
も
今

後
の
検
討
課
題
の
一つ
と
し
て
調
査

研
究
を
進
め
る
。
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し
い
の
木
に
は
事
務
所
内

に
町
職
員
と
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
が
混
在
す
る
。管
理
運

営
上
の
課
題
は
。

生
活
福
祉
部
長

混
在
に
よ
る
施
設
の
維
持

管
理
に
支
障
は
な
い
。

　
し
か
し
、事
業
運
営
で
は
指
揮
系

統
が
複
雑
と
な
り
、連
絡
が
不
十

分
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、な
か
よ
し
会
の
運
営
は

福
祉
課
、児
童
館
の
運
営
は
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
行
う
の
で
、運
営

主
体
を
統
一
し
、体
制
の
見
直
し
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

し
い
の
木
に
お
い
て
、指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
検

討
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

町
と
し
て
は
、
総
合
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、事
業
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、し
い
の
木
内
に
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
準
備
を
進
め
て

お
り
、そ
の
運
営
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
質
の
高
い
効
果
的
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
福
祉
協
議
会
に
指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
運
営
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、町
と
し
て
望
ま
し
い
と
考
え
、

導
入
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い
る
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、児
童
、

高
齢
者
、障
が
い
を
持
つ
方
の
福
祉

増
進
の
ほ
か
、町
民
が
相
互
に
交
流

し
、地
域
福
祉
社
会
を
形
成
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
社
会
福
祉
施

設
で
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
受
け
、総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
も
閉
館
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、一
部
で
は
通
常
ど
お
り
開

館
さ
れ
、日
常
生
活
に
お
け
る
役
割

は
非
常
に
大
き
い
と
痛
感
し
た
。今

後
、少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

な
か
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
福
祉
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実

が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
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の
総
合
福
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セ
ン
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ー
の
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・
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方
法
や
今
後
の
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に
つ
い
て
聞
く
。
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の
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合
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ー

の
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の
管
理
運
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は
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の
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を
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ど
を
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
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よ

し
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の
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は
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が
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。町

社
会
福
祉
協
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は
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祉
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所
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営
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予
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事
業
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が
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を
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方
に
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業
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を
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。
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反
響
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い

る
。

　
私
は
令
和
元
年
12
月
議
会
に
お

い
て
、町
立
保
育
園
で
の「
薬
の
投

与
」
を
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本

町
の「
公
式
見
解
」を
伺
っ
た
。

　
質
問
の
要
点
は「
乳
児
・
低
年
齢

児
は
、言
葉
も
喋
れ
ず
、ま
た
十
分

で
は
無
く
、集
団
生
活
と
免
疫
力

の
問
題
も
あ
り
、病
気
に
も
か
か

り
や
す
い
。こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
、
本
町
、
町
立
保
育
園
に

あ
っ
て
は
、医
師
よ
り
、食
後（
朝
・

昼
・
晩
）一
日
三
度
の
服
用
を
指
示

さ
れ
て
い
る
園
児
の
場
合
、昼
の

服
用
分
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
。」
を
、お
尋
ね
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
、答
弁
の
要

点
は
「
現
在
、保
育
園
で
は
、園
児

に
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ま
せ
る
こ

と
は
し
て
い
な
い
。服
用
に
つ
い
て

は
、人
体
に
影
響
が
生
じ
る
も
の

で
あ
り
、誤
っ
た
取
扱
い
に
よ
る
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、実
施
し
て

い
な
い
。今
後
は
、保
育
士
が
薬
を

飲
ま
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、医
師

の
見
解
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す

る
。」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

に
な
ら
れ
た
、町
の
皆
様
の
突
っ
込

み
の
入
っ
た
指
摘
に
は
、戸
惑
い
を

受
け
た
。

　
お
ど
ろ
き
・
意
外
・
批
判
の
類
で

あ
り
「
し
て
い
な
か
っ
た
事
に
意

外
」「
し
て
当
然
」
と
の
ご
意
見
で

あ
っ
た
。

　
確
か
に
、隣
接
す
る
２
３
０
万

人
都
市
名
古
屋
に
お
い
て
と
り
行

わ
れ
て
い
て
、本
町
１
万
６
千
人

の
町
に
お
い
て
「
人
体
に
影
響
が

生
じ
る
、医
師
の
見
解
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
」
な
ど
と
の

医
学
的
知
見
の
引
用
は
、い
か
が

な
も
の
か
と
疑
問
を
持
つ
。

　
要
望
・
不
満
は
、た
い
へ
ん
強
い

と
感
じ
た
。

　
よ
っ
て
、今
一
度
お
尋
ね
す
る
。

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、

本
町
最
上
位
計
画
で
あ
る

第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
は「
一

人
ひ
と
り
が
輝
く
暮
ら
し
豊
か
な

ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な

い
」「
子
ど
も
・
子
育
て
の
輝
く
ま

ち
へ
」
云
々
な
ど
な
ど
と
、崇
高
な

る
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。さ
ら
に

そ
の
計
画
の
具
体
的
施
策
の
中
に

は
「
休
日
保
育
、
乳
児
保
育
、
病

児
・
病
後
児
保
育
の
ほ
か
、
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
」
と
、さ

え
も
あ
る
。

　
係
る
目
標
を
令
和
２
年
度
か
ら

掲
げ
る
意
気
込
み
に
あ
っ
て
は
、

検
討
以
前
の
「
直
ち
に
」「
即
座

に
」
と
り
行
う
べ
き
が
、至
極
当
然

か
と
思
慮
す
る
。事
は
乳
児
、幼
児

を
含
む
園
児
の
問
題
で
あ
り
、フ

レ
ー
ズ
に
沿
っ
た
大
人
の
対
応
を

す
べ
き
で
あ
る
。
今
年
度
よ
り
の

対
応
を
確
認
し
た
い
。

生
活
福
祉
部
長

町
立
保
育
園
に
お
け
る
、

園
児
に
対
す
る
薬
の
服
用
は
、令

和
２
年
６
月
１
日
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
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務
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祉
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議
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。管
理
運

営
上
の
課
題
は
。

生
活
福
祉
部
長

混
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に
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設
の
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支
障
は
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営
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町
立
保
育
園
に
お
け
る
、

園
児
に
対
す
る
薬
の
服
用
は
、令

和
２
年
６
月
１
日
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

Q.
A.

A Q

▲しいの木の事務所

▲冨士保育園

▲豊山保育園▲青山保育園

▲総合福祉センターしいの木

お か じ ま ま さ の ぶ

岡島政信 議員
OKAJIMA Masanobu

さ か  た  よ し  お

坂田芳郎 議員
SAKATA Yoshio

保育園での投薬は

６月１日から実施している
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しいの木に
指定管理者制度を

導入に向け検討している



いきいき百歳体操 通称「いき百」

「まずはやってみよう」

福祉建設委員会

総務文教委員会

令和２年２月１７日、奈良県生駒市で「介護予防」について研修をしました。
いきいき百歳体操は、平成１４年に高知市が開発した「重りを使った筋力運

動の体操」です。
生駒市では平成２８年に導入されました。平成３１年４月１日現在の高齢化率

は２７.６％です。「いき百」導入後の実績としては、介護認定率が平成２６年の
１５.９％から平成３１年には１４.２％へと減少しています。「いき百」導入の成果
だと思われます。
「いき百」を広める手段としては、まず高齢者宅へのアンケート調査をし、
次に回答のなかった方に対して訪問調査をしています。さらに、地区自治会

へも出前講座を実施するなど、職員が導入に対し
積極的に動いたという説明がありました。このこ
とはコミュニティの活性化につながっています。
この体操が各地で広まり成果を上げています。
介護予防の一つの施策として、本町でも取り入れ
たいと感じました。

令和２年２月１６日、京都府精華町で「議会活性化」について研修をしました。
本町でも事務事業評価を取り入れて、委員会討議を行い、政策提言・提案

を行う必要があります。委員会活動を活性化し、策定中の各種計画や所管事
項の調査・現地確認などは、すぐにでも始められるものであり、取り組んでい
きたいと感じました。また、精華町議会から、豊山町議会の委員会のあり方に
ついて意見をいただきました。私たちも同じ問題意識があり、そこから改善
していかなくてはと思いました。
「まずはやってみよう」というチャレンジ
精神が精華町議会のレベルを高くしてい
るのだと感じました。豊山町議会でもその
精神を見習い、住民のための議会を目指
していきます。

追跡どうなった　　 あの質問

小中学校の建て替えが見通せない中、
先にエアコンを設置しては。

学校での学習環境などを良好にするた
めにはエアコン設置は有効な対策と考
える。設置を前向きに検討する。

質 問

答 弁

令和元年度に普通教室に設置完了。
令和２年度に特別教室に設置予定。

どうなった

Q

A

平成 29年９月定例会

グロ－バル化と多文化共生社会が進展
する中で、豊山町の国際交流はどのよ
うにするのか。

ＭＲＪ（現スペースジェット）の日米拠点
地域であるアメリカワシントン州グラン
ト郡と具体的な交流のありかたを協議
する。

質 問

答 弁

令和元年１２月１６日グラント郡と姉妹
提携を締結した。令和２年度にそれぞ
れの中学生の受け入れと送り出しを行
う予定。（コロナ禍の影響により今年度
は中止）

どうなった

Q

A

平成 31年３月定例会

第13回おしえて！？
地空人く～ん

議会用語解説
附帯決議とは
議案を議決する際に付け加えら
れる議会の要望のことをいうん
だよ～ん。法律的な効果（強制力）
はなく、政治的に尊重されるべき
ものとされているんだよ～ん。

地空人くん
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質疑あれこれ
７人が一般質問
追跡 どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！

P2・3町独自のコロナ対策
ヤッター　あそべるぞ （関連記事P16）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付

や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛 

世
界
中
に
広
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
現
在
も
猛
威
を

振
る
っ
て
い
ま
す
。
議
会
広
報
編

集
委
員
も
マ
ス
ク
を
着
け
定
期
的

に
換
気
を
す
る
な
ど
、
対
策
を
し

な
が
ら
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
他
の
編
集
委
員
が
す
で

に
つ
ぶ
や
い
て
い
る
よ
う
に
、
他

議
会
の
先
進
広
報
に
刺
激
さ
れ
な

が
ら
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
よ
う

と
、
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

文
字
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
写
真

を
多
く
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
読
ん
で
も
ら
う
」
か
ら
「
見

て
も
ら
う
」
へ
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｓ

翔びたて豊山っ
子！

次回定例会の予定

開始時間は午前９時30分から（9月24日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

9月 7日（月）開会・議案説明
9月14日（月）一般質問
9月15日（火）議案質疑

9月17日（木）福祉建設委員会
9月18日（金）総務文教委員会
9月24日（木）討論・採決・閉会

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

５
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

元
気
よ
く
公
園
で
遊
ぶ
仲
良
し
兄

弟
で
す
。

私
が
中
学
校
に
入
る
前
、
中
学
校
に
対

し
て
「
先
生
が
怖
い
」
「
勉
強
が
す
ご
く

難
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
中

学
校
は
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
入
っ
て
み
る
と
、
私
が

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
中
学
校
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

先
生
方
は
優
し
く
、
お
も
し
ろ
く
、
ど

の
授
業
で
も
、
分
か
り
や
す
く
、
私
た
ち

が
分
か
る
ま
で
一
生
懸
命
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
質
問
し
や
す
い
環
境
を
始
め
、

毎
日
学
校
に
来
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
学

校
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
私
は
、
毎
日
学
校

に
来
る
の
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

学
校
に
来
ら
れ

る
こ
と
が
幸
せ
な
こ

と
だ
と
知
っ
た
今
、

学
校
行
事
な
ど
を
、

中
学
校
の
３
年
間
最

後
ま
で
楽
し
み
た
い

で
す
。

僕
に
は
「
悔
い

の
残
ら
な
い
生
活

を
送
る
」
と
い
う

目
標
が
あ
る
。

し
か
し
今
、
友

達
づ
く
り
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
。

自
分
か
ら
声
を
か
け
て
友
達
を
つ
く
る
こ

と
が
苦
手
だ
か
ら
だ
。
友
達
を
つ
く
る
こ

と
に
失
敗
し
た
ら
、
中
学
校
生
活
に
悔
い

が
残
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
苦
手
で
も
自

分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
て
、
友
達
を

つ
く
り
た
い
。
相
手
と
の
共
通
点
を
見
つ

け
て
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
み
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
友
達
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
い
き
た
い
し
、
一
歩
踏
み
出
せ
な
い

自
分
を
変
え
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い

る
。不

安
も
あ
る
が
、
友
達
を
多
く
し
て
、

学
校
生
活
を
よ
り
楽
し
く
、
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

学
校
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ

比
嘉 

琉
仁

宇
田 

紗
悠

う

だ

さ

ゆ

ひ

が

り
ゅ
う 

じ
ん

友
達
を
増
や
し
て
い
き
た
い

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き


